
 
 

 

  

【胆振東部森林管理署】 

平成 30 年 11 月 23 日（金）、白老町中央公

民館において、北海道教育庁胆振教育局主催の

胆振管内アウトメディアフォーラムが初めて開

催されました。 

会場では、15 種類のブースと巨大カプラ作

り等のアトラクションを親子で体験し、一緒に

楽しむことが目的となっています。当署は木育

ネイチャークラフトと万華鏡づくりのブースを

担当しました。 

当日は、親子参加者は約 340 名、ブース等

スタッフ約 160 名を合わせると総勢 500 名を

越え、大盛況で終えることができ、主催者には

毎年行ってほしいとの声が多数寄せられまし

た。 

 
【檜山森林管理署】 

平成 30 年 11 月 16 日（金）、奥尻町「うに

まる公園」にて奥尻小学校の全校児童を対象に

森林教室を実施しました。 

今回の森林教室は、奥尻の自然や植物を活用

した教育を行いたいという学校側の強い要望に

応えたもので、日頃から連携している檜山森林

室にも協力をお願いしました。 

午前中のみの短い日程ではありましたが、各

学年から「楽しかった」「もっと知りたいことが

増えた」などの声もあり、今回の森林教室を契

機として児童達が更に森林に対する興味をもっ

たり、森林とふれあうことの面白さを感じてく

れればと思いました。 

 
 
 
 
 
 

【留萌北部森林管理署】 

平成 30 年 11 月 7 日（水）、留萌振興局、

初山別村、留萌北部森林管理署の 3 者で、初山

別地域森林整備に関する協定による初山別村森

林共同施業団地の伐採に関する現地検討会を開

催しました。今回の検討会は、森林共同施業団

地内で道有林の間伐予定箇所と国有林の間伐予

定箇所（分収造林箇所を含む。）で連携した施業

の実施の検討を目的に実施したものです。 

森林共同施業団地の取組は、本来、単独では

施業が困難だった造林地の施業を連携して行う

ことで可能となり、資源の有効活用や効率化に

もつながることから、今後とも積極的に進めて

いきたいと考えています。 

  
【北海道森林管理局】 

平成 30 年 11 月 8 日（木）、札幌市立白石

中学校の 1 年生 8 名が北海道森林管理局を訪問

しました。これは総合学習の一環として地域に

ある様々な職場を訪問し、見学や働いている人

へのインタビューを通して「働くこと」につい

て学ぶことを目的として行われたものです。 

当日は、執務室や局長室などを見学し、会議

室で北海道の国有林の概要や現場の仕事につい

て説明しました。 

生徒の皆さんからは、「木で出来た建物は温も

りが感じられる。職員の皆さんも親切で温かか

った。」との感想がありました。この職場訪問を

きっかけにして、木や森林について関心が高ま

ることを期待しています。 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

森林共同施業団地
での連携した施業
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空知署の佐原さん（右）と中鍵さん（左） 
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全国木材連合会会長賞を受賞した 
日高北部森林管理署の発表 

日本林政ジャーナリストの会会長賞を受賞した 
森林技術・支援センターの発表 
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